
【発行・編集】

社会福祉法人

天龍村社会福祉協議会
丁EL:0260-32-2277
FAX:0260-32-3568

第 25号
令和 2年 8月 27日

マスクづ<り にご協力いただいたボランティアさん、

誠にありがとうございました。
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マスク不足に伴いスタートした「手作リマスク大作戦」一一一

心のこもったマスクを村内の保育所、学校にお配りしました。
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板倉 節子 さん

熊谷 月恵 さん

桑山 文子 さん

野竹 かつえさん

松田 妙子 さん

宮澤 みね子さん

多<の方
～
からマスク等の提供をいただきました。

誠にありがとうございました。

灘か魯

興亜エレク トロニクス株式会社様
マスク (1′ 250枚 )
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今オユ九 年度 決算兼 告

資金 1又 支計算書 (法人全体 )

ファイナンスリース債務の返済支出 5,227,734  (自
)平 成31年 4月 1日 (至 )今オロ2年 3月 31日

その他の支由 3,567,148                (単
位 :円 )

助成金支出 241,782
積立資産取崩支出         △喜ゴヾ ＼ムの。∩御田 ‐ ス 華 薇 但 、

その他の収入 3,249,440

積立資産取崩収入

15,766,000

受取オ1息 配 当金 1又 入5,004

老 人

1又入計:393,798,012円 >

く 支出計三415,145,999円

法人単位事業活動計算書
(自 )平 成31年 4月 1日 (至 )今 ォロ2年 3日 31日 (単位 :円 )

法人単位貸借対照表

今禾口2年 3月 31日 現在

受託 金 1又 入

12,461,940

(単位 :円 )

介護保険事業 1丈 入

272‐656,274

勘定科 目 当年度決算 (A) 前年度決算 (B) ナ曽j咸 (A)― (B)

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
．減
の
部

収

益

会費 1又 益 629,00C 649,OOC △ 20,OOC

寄附金 1又 益 504,83C 54,627 450,20

経常経費補助金 1人 益 210,346 1,797,398 △ 1,587,052

受託金 4又 益 12,461,940 12,825,05C △ 363,1lC

介護保険事業 1又 益 272,656,274 273,380,085 △ 723.811

老人福祉事業 1又 益 87,925,758 98,625,321 △ 101699.563

在宅支援事業 1叉 益 389,42C 405,00C ∠ヽ 15,58C

その他の1又 益 2,570,07[ 2.570。 075

サすビス活動 1文 益計(1) 377,347,64〔 387,736.481 A 10,388,838

費

用

人件費 263,268,69 262,080,832 1,187,861

事業費 86,326,06こ 85,974,20こ 3519859

事務費 24,249,23C 21,130,825 3,118,405

助成金費用 241,782 303,OOC △ 61,218

減価償去F費 10,522.926 10,703,537 △ 180,611

国庫補助金等特フ1積 立金取崩額 △ 284,281 △ 292,585 8,304

徴 1又 不能額 2,770 2,770

サ■ビス活動費用計(2) 384,327,18こ 3799899:815 4,427,37C

サ■|ビス活動増1減 差額(3)=(1)|(2) △ 6,979,542 7,836,666 ∠＼ 14,816,208

サ
ーー
ゼ
ス
活
動
外
増
減
の
部

収
．益

受取 fll息 配 当金 1又 益 5,O04 4,904 100

その他のサービス活動タト1人 益 679,365 652,74こ 26,619

サービス活動タト1又 益計(4) 684,365 657,65C 26,719

費
・用

その他のサービス活動タト費用 1,628,682 1,542,98[ 85,697

サービス活動タト費用計(5) 1,628,682 1,542,98[ 85,697

サービス活動タト増減差額

(6)=(4)― (5)
△ 944,313 △ 885,335 ∠ゝ 58.978

経常増減差額(7)=(3)+(6) △ 7,923,855 6,951,331 △ 14,875,186

特
別
増
減
の
部

収
益 特矛11又 益計 (8)

費
一用
●

固定資産売去F損・処分損 685,909 44,908 641,001

国庫補助金等特71積 立全取崩額(除 去F等 ) △ 13,70C △ 32,38C 18,680

特矛1費 用計(9) 672,209 12.528 659,681

特矛1増 減差額(10)=(8)― (9) ∠＼ 672,209 ∠ゝ 12,528 △ 659,681

当1期1活 1動1増1減 1差
‐額(11)|(7)|(10) A 8:596,064 6:938180 ∠ゝ 15:534:867

繰
越
活
動
増
減
．差
額
の
部

前期繰越活動増減差額(12) 126,758,74C 119,819,937 6,938,803

当1期1木 1繰 越1活 動増1減 差額|(13)|(11)=(12) 118,1612:676 126:758:74C A18:596:064

基本金取崩額(14)

基金取崩額計(15)

その他の積立金取崩額(16)

その他の積立金積立額 (17)

ス1裁1森 1逮1藩場増減差額 ‐
CtDI(13)|(14)=(15)+G6)二 (17)

118,1162:6‐7こ 126:758:74C ∠ゝ18,596:064

資産の部 負債の部

当年度末 当年度末

流動資産 122,680,832 流動 負債 34,887,559

現金預金

事業未 1又 金

木 1又 補助金

貯蔵品

給食用材料

72,475,832

47,045,458

8,000

2,310,792

840,750

事業未払金

1年 以内返済予定
リース債務

未払費用

預り金

職 員預り金

賞与ヲ1当 金

15,568,999

5,321,508

1,768,816

168,471

367,168

11,692,597

固定資産 1461872,21 固定負債 73,870,111

基本財産

定期預金

その他の固定資産

リース債務

退職給付ヲ1当 金

9,188,058

64,682,053

負債の部合計 108,757,670

建物

構築物

車輌運搬具

器具及び備品

有形リース資産

ソフトウェア

無形リース資産

退職共済預け金

施設整備等積立資産

人件費積立資産

出資金

その他の固定資産

耽
3,189,5211

12,007,8301

12,881,3621

51

2,600,1081

64,682,9531

26,200,0001

15,000,0001

基本金
       |

第1号 基本金

国庫補助 金 等特 7il積 立金

その他の積立金

施設整備等積立金

人件費積立金

次期繰堪活動増減差額

〔うち当期活動増減差額)|‐

純資産の部

純資産の部合計

432,703

41,200,000

26,200,000

15,000,000

11:]

1,000,000

1,000,000

資産の部合計 269,553,049 負債及び純資産の都合計 269,553,049



ご
用
間
き
事
業

本
格
ス
タ
ー
ト

令
和
三
年
八
月
三
日
、
天
龍
村
役
場
に
て
ご

用
聞
き
事
業
の
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
式
に
お
い
て
、
本
事
業
の
愛
称
は

『
や

ま
び
こ
デ
リ
』
と
命
名
さ
れ
た
こ
と
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

『
や
ま
び
こ
』
は
天
龍
村
の
豊
か
な
イ
メ
ー

ジ
と

「
問
い
か
け
れ
ば
す
ぐ
に
応
ら
れ
る
存

在
に
な
り
た
い
」
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、

『
デ
リ
』
は
配
達
の
意
味
を
あ
ら
わ
す

「
デ

リ
バ
リ
ー
」
と
村
の
美
味
し
い
も
の

（
デ
リ

シ
ャ
ス
）
が
由
来
。

永
嶺
誠

一
村
長
よ
り

「
名
前
の
と
お
り
、
温

か
な
気
持
ち
を
や
ま
び
こ
の
よ
う
に
届
け
て

ほ
し
い
」
と
激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

※ 写真撮影時のみマスクを外 しております。

五 麓 村

ご 羅 麓 考

カ タ 臓 グ

〔定 書 議 〕

常 和  年

保 存 権

醜達予定|ま

`

颯 輻 愉 鮨 蜀 饒ァ魏ダ

※やまびこデ リの受付は、天龍村役場地域振興課内で行ってお ります。
※やまびこデ リついてのお問い合わせは、上記の専用電話へお願いします。
※ かけ間違いにはくれぐれもご注意 ください。

①カタログ (左図)を見ながら、欲しい商品
を選んで ください。

②注文は、電話もしくはFaxで受け付けてい
ます。
★電話 : 080-7825… 3837

0260-32-2525
:西野 明花 (に しの はるか)

柳澤 通子 (や なぎさわ みちこ)

★Fax :
★担当

※ ご注文は配達予定曜日の 1週間前までにお願
いします。

※ 配達予定時刻は、9:oo～ 15:00頃 となりま
す。時間の指定は出来ません。

※ 注文方法など詳 しく知 りたい方やお問い合わ
せもお気軽にお電話 ください。



熙1鰺颯 苺ё 鯰

共

同

仁
宅

森
え
外

天
龍
村
か
ら
感
染
症
予
防
必
需
物
品
を

お
届
け
＜
だ
さ
い
ま
し
た
。

令
和
三
年
八
月
六
日
、
天

龍
村
よ
り
感
染
症
予
防
必
需

物
品
と
し
て
、
マ
ス
ク
、
手

指
消
毒
液
、
手
洗
い
用
石
鹸

を
全
入
居
者
に
贈
呈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

永
嶺
誠

一
村
長
よ
り
、
直

接
入
居
者
へ
物
品
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
ご
多
忙
の
中
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
感
染
症

予
防
に
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

森
之
郷
は
新
型
コ
ロ
す
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の

書
戒
継
続
中
で
す
。
森
之
郷
に
ご
用
の
皆
さ
ま

へ
は
、
手
指
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
と
入
館
記
入

カ
ー
ド
ヘ
の
記
票
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

発
熱
等
諸
症
状
が
あ

る
方
を
の
ぞ
き
、
特
段

の
制
限
は
設
け
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
森
之
郷
ヘ

ご
用
の
際
は
、
感
染
症

予
防
対
策
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

炒 ёイバ
′蓼〃 惨 拶 多
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長
野
県
共
同
募
金
会
よ
り
、
令

和
元
年
度
共
同
募
金

の
配
分
金

（
令
和
三
年
度
実
施
事
業

・
移
送

用
自
動
車
更
新
事
業
）
を
受
け
、

左
写
真
の
福
祉
車
輌
を
購
入
し
ま

し
た
。

共
同
募
金
に
協
力
し
て
＜
だ

さ

っ
た
皆
様
に
感
謝
し
、
よ
り
安

心
で
安
全
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
大
切
に
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

こ
の
度
は
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

，
多
．′

令不□元年度

皆さまのご理解・ご協力 と■
地域福祉の更なる充実・向上に活用
させていただきます。ご協力いただ
き、誠にありがとうございました。

だ)言+  629,000H  (481r手 )

今年も10月 より村内において赤
い羽根共同募金運動を行います。
LEbさ

.まの善意をよろし<お願いいた
します。
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外
尽
一食
会
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キ

~ 
恒例の喫茶会を、去る6月 18日 に行いや

ました。この喫茶会は、入所者の薄皮も楽
しみにしている行事で、チ∃コレートケー
キやイチゴプリン、お鰻頭等自分の好きな
お菓子を目を輝かせて選び、美味し<召 し

去る5月 21日 に行いました。今年は新
型コロすウイルスの影響で、野外での昼
食会を中止にして、荘内で行いました。
久しぶりに外の空気を味わうことはでき
ませんで したが、山菜を取り入れた献立
で、旬の料理に舌鼓を打っておりました。
|■■■■■■

．、一、
一

諫  魃 鱚 沐 沐 熙 飩   諫  鞣中炉 乙了饉魃
‐熙   諫

赳   ‐ 爆

憑
ぶ予k  ‐‐1.:、く辟老           幕    ヾ

ポ瘍埒

養護の庭にて議鰤‐寛S‐‐山‐.
養護の桜も綺麗です

躁● :

当
事
業
所
で
は
、
運
営
方
針
で
あ
る

「
親
切
に

・
丁
寧

に

・
誠
実
に

・
安
全
に
」
を
遵
守
し
、
良
質
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
ご
利
用
者
の
皆
様
が
自
宅

で
の
生
活
を
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
専
門
職
員
に
よ
る
機
能

訓
練
な
ど
を
実
施
し
、
身
体
機
能
の
維
持

・
向
上
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
他
者
と
の
交
流
を
通
し
て
、
人
間
関

係
の
広
が
り

・
生
活
意
欲
の
向
上
な
ど
も
目
的
と
し
て
お
り

ま
す
。
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
で
き
る
よ

う
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
感
染
症
の
拡
大
や
７
月
豪
雨

に
よ
る
自
然
災
害
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
通
常
営
業
や
日
常

業
務
の
縮
小
、
ま
た
、
行
事

・
イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止
が
あ
り
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
安
全
安
心
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
職
員

一
同
、
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

《
手
芸
の
時
間
》

季
節
に
合
わ
せ
た
壁
紙
づ
く
ιｌ
や
展
示
作
品
な
ど
を
作
っ
て
い
春
す

《
機
能
訓
練
・じ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
》

専
門
員
に
よ
る
運
動
数
室

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
流
行
の
影
響
も
あ
り
、
面

会
の
規
制
や
外
出
会
等
の
自
粛
が
現
在
も
続
き
、
人

所
者
な
ら
び
に
ご
家
族
の
皆
様
に
は
、
大
変
ご
不
便

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
関
連
の
暗

い
ニ
ュ
ー
ス
も

多

い
中
、
桜
を
見
な
が
ら
の
焼
肉
大
会
や
お
楽
し
み

昼
食
会
な
ど
、
荘
内
で
で
き
る
事
を
計
画
し
、
少
し

で
も
リ
フ
レ
ツ
シ
ュ
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

っ
て

い
ま
す
。

運動教室を開催しています0



全国の社協で受け付けている特例貸付 (緊急小国資金・総合支援資金)に て、詐欺や犯罪
と思われる事案が発生 しています。長野県内でも緊急小国資金の手続きと称 じ、「身に覚
えのない資料が送られてきたJ、 「手数料を要求された」等の報告があがっております。

この制度は、書面や電話等で希望者から相談をいただいてから、手続きの案内をいたしま
すので、社協から一方的に資料を送ったり、手数料を要_求 したりすることはありません。
社協を鵬った身に覚えのない書類が届いた場合や不審な電話が来た際は、天龍村社協 (電

話 :0260-32-2277)へ 情報をお寄せください。

配達ボランティアさん、募集中
村内のお年寄 りに、お弁当やお惣菜を配って くれ

るボランティアさんを募集 しています。お気軽にお

問い合わせ ください。

★お弁当配達 :毎週 火・木 (11時頃～正午)

☆お惣菜配達 :毎月 2回 (10時頃～11時半頃)

お問い合わせ :o260-32-2277

(担 当 :井上、兼宗)

iキ

|1零 Sヽ臀

社協職員募集
一緒に笑顔の花を咲かせてくれる職員を

募集 しています。詳 しくは社協へご連絡 く

ださい。
お問い合わせ :o260-32-2277

(担当 :森 )

職 員 紹 介
新たに入職された職員を紹介しますよ

詣様の温かいご指導を宣し<お願いいたします。

事務局長・ 森 祐三          ‐

この4月から事務局長を命ぜられました、森祐二と申し
ます:高齢化が進む村内で介護に於ける様々な体tlj3螢 化が
必要とされております。              ‐
皆様から親しまれ、頼られる存在となるべく努めて参り

たいと思いますので、どうぞよろしくお願い申し上|ずます。ン

:震護調理員・ 石丼 洋子

1 4月から養護で調理員としてお世話になつています:以
1前養護で介護員として働いていた8寺に出会った利用者さん
|が私の事を覚えてくれていてびっ<り しましたがとてもう
|れしかつたですも    ―    |
| .これからも利用者さんが元気で楽しく過ごせるような食
1事を調理

―
の人達と作っていきたいと忠いますのでよるしく

|お願いします。

:養護栄養士・ 武田 樹彦

1 7月 9日より、先行して、特養の調理員として入職した
,武田植1彦です。生まれも育ちも松本で、今回初めて松本を
,離れて天龍村でお世話になることになりました。生活の事
:等わかうない事もた<さ―んあるので、遠慮な<ア ドバイス
:の方を頂‐ければありがたいです。           |
: よろしくお願い致します。           ‐

「社協だより天龍」は赤い羽根共同募金の配分金で発行 しています。
本号よりE「 刷を含めた全ての工程を天龍村社協で行い、今までよりも明るく読みやすい紙面づくりを目指 しました。


